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表1 たまねぎの第１回追肥の目安
10ａ当たり成分量（㎏）

表2 たまねぎ（移植栽培）に登録のあるゴーゴーサン乳剤30について

／１回

薬 剤 名

3

使 用 時 期 ／ 使 用 回 数使 用 方 法

全面土壌散布

10a当たりの散布液量HＲＡＣコード

定植後（雑草発生前）
ただし収穫60日前までゴーゴーサン乳剤30

10a当たりの農薬使用量

70～100ℓ/10a300～500㎖/10a

※HRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。

表3 しゅんぎくのべと病に登録があるＺボルドーについて

Ｚボルドー

10a当たりの散布液量

100～300ℓ／10a

薬 剤 名 FＲＡＣコード

ＭＯ1

希釈倍数

500倍

※Zボルドーは、野菜類で登録がある。
※FRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用
は避けなくてはならない。

ー ／ ー

使用時期／使用回数

表4 ほうれんそうに登録のある除草剤について

100～200㎖／10a2 3 全面土壌散布70～100ℓ/10aク ロ ロ I P C は種直後／１回

秋まき
600～800㎖／10a
春～初夏まき
800～1000㎖／10a
ただし、芽出しまきは
800㎖／10a

HＲＡＣコード

1 8

使 用 時 期 ／ 使 用 回 数

は種後～
子葉展開期

使 用 方 法

全面土壌散布

10a当たりの散布液量

100～200ℓ/10a

薬 剤 名

アージラン液剤

10a当たりの農薬使用量

／１回

※HRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。

た
ま
ね
ぎ

◆
施
肥

　

た
ま
ね
ぎ
の
追
肥
は
2
回
に
分
け

る
。

 
第
１
回
目
の
追
肥
は
定
植
15
〜
20

日
後
に
行
う
。
品
種
の
早
晩
性
に
よ

る
追
肥
時
期
の
目
安
は
表
１
の
と
お

り
で
、
追
肥
後
、
条
間
に
稲
わ
ら
や

完
熟
堆
肥
を
敷
き
、
乾
燥
と
地
温
低

下
を
防
ぐ
。

　

な
お
、
第
2
回
目
の
追
肥
は
、
早

生
種
が
１
月
中
下
旬
、
中
生
種
が
2

月
中
旬
、
晩
生
種
は
2
月
下
旬
頃
に

行
う
。

◆
除
草

　

追
肥
後
に
土
寄
せ
を
兼
ね
て
中
耕

を
行
い
、
そ
の
後
に
除
草
剤
を
散
布

す
る
。

　

土
壌
が
乾
燥
し
て
い
る
と
除
草
剤

の
効
果
が
劣
る
の
で
、
散
布
は
雨
の

降
っ
た
翌
日
な
ど
、
土
が
適
度
に
湿

っ
て
い
る
時
に
行
う
。
除
草
剤
と
し

て
は
ゴ
ー
ゴ
ー
サ
ン
乳
剤
30
を
使
用

す
る（
表
2
）。

軟
弱
野
菜

◆
畑
の
準
備
　 

　

　

土
づ
く
り
は
秋
か
ら
冬
に
重
点
的

に
行
う
。作
付
の
前
に
発
酵
牛
糞（
カ

ウ
レ
ッ
ク
ス
）
や
、
バ
ー
ク
堆
肥
な

ど
の
土
づ
く
り
資
材
を
10
a
当
た
り

2
0
0
0
〜
3
0
0
0
㎏
施
す
。
切

り
わ
ら
5
0
0
㎏
程
度
を
施
す
の
も

良
い
。

◆
被
覆

　

露
地
栽
培
で
は
、塩
化
ビ
ニ
ー
ル
・

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
に
よ
る
ト
ン
ネ

ル
被
覆
、
不
織
布
・
寒
冷
紗
な
ど
に

よ
る
べ
た
が
け
被
覆
な
ど
い
ず
れ
か

の
方
法
で
保
温
し
、
生
育
を
促
す
。

　

た
だ
し
、
被
覆
す
る
と
中
の
様
子

が
見
え
に
く
く
な
り
、
病
害
虫
の
発

生
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
る
こ
と
も
多

い
た
め
、
注
意
す
る
。

し
ゅ
ん
ぎ
く

◆
病
害
虫
防
除 
　

　

葉
に
褐
色
の
病
斑
が
生
じ
、
葉
裏

に
白
い
か
び
の
発
生
が
見
ら
れ
る
べ

と
病
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
通
風
が

悪
い
と
激
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
換

気
に
努
め
、
生
育
初
期
に
Ｚ
ボ
ル
ド

ー
を
散
布
し
、
早
期
防
除
を
心
掛
け

る
（
発
病
後
の
防
除
は
、
十
分
な
効

果
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
発
生
前
か

ら
予
防
的
に
散
布
に
努
め
る
）（
表

3
）。

◆
防
寒

　

露
地
で
は
株
張
り
系
品
種
は
寒
風

で
葉
先
が
枯
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

ト
ン
ネ
ル
な
ど
で
保
温
に
努
め
る
。

み
ず
な

◆
病
害
虫
防
除

　

中
株
栽
培
、
大
株
栽
培
で
は
、
株

元
に
菌
核
病
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
。
株
元
の
水
は
け
を
良
く
す
る
と

と
も
に
、
発
病
株
は
取
り
除
く
。

　

な
お
、
多
発
し
た
畑
で
は
、
次
年

度
に
水
稲
を
栽
培
し
、
発
生
源
と
な

る
菌
核
を
死
滅
さ
せ
る
。

ほ
う
れ
ん
そ
う

◆
栽
培
管
理 

　

ほ
う
れ
ん
そ
う
は
、
酸
性
土
壌
を

嫌
う
の
で
石
灰
質
肥
料
を
多
め
に
施

す
。
地
下
水
位
が
高
く
な
る
水
田
で

は
、立
枯
病
な
ど
が
発
生
す
る
の
で
、

う
ね
を
高
く
し
排
水
に
留
意
す
る
。

◆
除
草

 

雑
草
の
発
生
の
多
い
畑
で
は
、
除

草
剤
の
ア
ー
ジ
ラ
ン
液
剤
ま
た
は
ク

ロ
ロ
I
P
C
を
散
布
す
る（
表
4
）。

　

来
年
の
病
害
虫
の
発
生
を
抑
え
る

た
め
、
病
害
虫
の
発
生
源
と
な
る
落

ち
た
果
実
や
枝
葉
は
園
外
に
持
ち
去

り
処
分
し
、
病
原
菌
や
害
虫
の
卵
、

幼
虫
、
蛹
、
成
虫
の
密
度
を
下
げ
て

お
く
。

み
か
ん

◆
収
獲

　

傷
果
や
裂
果
、
日
焼
け
果
は
腐
敗

し
や
す
い
の
で
、
混
ぜ
て
収
穫
し
な

い
よ
う
注
意
す
る
。

　

日
当
た
り
や
着
色
の
良
い
も
の
か

ら
収
穫
し
、
す
そ
成
り
果
や
内
成
り

果
は
、
着
色
や
食
味
、
浮
皮
果
の
発

生
程
度
を
見
な
が
ら
順
次
収
穫
す
る
。

遅
く
ま
で
樹
に
着
果
さ
せ
て
お
け
ば

着
色
と
食
味
は
良
く
な
る
が
、
来
年

の
花
着
き
が
悪
く
な
る
の
で
注
意
す

る
。

◆
貯
蔵
果
の
予
措

　

予
措
と
は
、
収
穫
後
の
腐
敗
果
の

発
生
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
果
皮

を
軽
く
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。
貯
蔵
庫

に
入
れ
た
後
、
少
な
く
と
も
2
週
間

は
十
分
通
風
し
、
果
皮
の
水
分
を
蒸

発
さ
せ
る
。
コ
ン
テ
ナ
内
は
、
詰
め

す
ぎ
る
と
通
風
が
悪
く
な
る
の
で
、

7
〜
8
分
目
程
度
と
す
る
。

◆
越
冬
病
害
虫
の
防
除 

　

収
穫
後
の
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
や
カ
イ

ガ
ラ
ム
シ
類
の
防
除
に
は
、
ハ
ー
ベ

ス
ト
オ
イ
ル
（
60
〜
80
倍
／
10
a
当

た
り
2
0
0
〜
7
0
0
ℓ
／
12
〜
3

月
）を
葉
裏
ま
で
丁
寧
に
散
布
す
る
。

た
だ
し
、
樹
勢
が
弱
っ
て
い
た
り
、

寒
害
の
恐
れ
の
あ
っ
た
り
す
る
園
で

は
、
発
芽
前
の
3
月
に
散
布
す
る
。

＊
ハ
ー
ベ
ス
ト
オ
イ
ル
は
、
か
ん
き

つ
で
登
録
が
あ
る
。

も
も

◆
間
伐 　

　

密
植
園
で
は
、
中
ま
で
十
分
光
が

当
た
ら
ず
、
果
実
の
品
質
が
低
下
す

る
。
ま
た
、
風
通
し
も
悪
く
な
り
、

病
害
虫
が
発
生
し
や
す
い
。

　

そ
の
た
め
、
密
植
園
で
は
、
せ
ん

定
の
前
に
思
い
切
っ
て
間
伐
を
行
う
。

◆
整
枝
・
せ
ん
定

　

せ
ん
定
は
早
す
ぎ
な
い
よ
う
注
意

し
、
12
月
に
入
っ
て
気
温
の
高
い
日

が
続
け
ば
、
開
始
時
期
を
少
し
遅
ら

せ
る
。

　

せ
ん
定
の
手
順
は
、
ま
ず
不
必
要

な
徒
長
枝
や
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
側

枝
を
切
り
、
次
に
主
枝
の
先
端
か
ら

亜
主
枝
、
側
枝
の
順
に
行
う
。
枝
葉

に
良
く
日
光
が
当
た
り
、
効
率
的
に

管
理
作
業
が
で
き
る
よ
う
な
樹
形
を

目
指
す
が
、園
の
空
間
を
活
か
し
て
、

園
や
樹
に
応
じ
て
行
う
。

　

せ
ん
定
に
は
、
枝
の
基
部
か
ら
切

る
「
間
引
き
」
と
枝
の
途
中
で
切
る

「
切
り
返
し
」
が
あ
る
。
樹
勢
を
落

ち
着
か
せ
る
「
間
引
き
」
と
、
樹
勢

を
強
め
る
「
切
り
返
し
」
を
組
み
合

わ
せ
て
行
う
。
早
生
種
は
、
樹
勢
が

や
や
強
く
保
て
る
よ
う
30
㎝
以
上
の

長
果
枝
を
中
心
に
残
し
、
や
や
強
め

に
せ
ん
定
す
る
。
中
・
晩
生
種
は
、

10
〜
30
㎝
の
中
果
枝
や
10
㎝
以
下
の

短
果
枝
を
中
心
に
残
し
、
樹
勢
が
中

位
に
保
て
る
よ
う
に
す
る
。

　

な
お
、
太
枝
の
切
り
口
に
は
、
ゆ

合
促
進
の
た
め
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
ペ
ー

ス
ト
（
原
液
／
せ
ん
定
整
枝
時
、
病

患
部
削
り
取
り
直
後
お
よ
び
病
枝
切

除
後
／
3
回
以
内
）
を
塗
布
し
、
ア

ル
ミ
ホ
イ
ル
を
か
ぶ
せ
て
お
く
。

◆
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除

　

最
近
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
に
よ
る
被

害
が
増
え
て
き
て
い
る
。
今
年
発
生

し
た
園
で
は
、
12
月
中
旬
か
ら
１
月

下
旬
に
ス
プ
レ
ー
オ
イ
ル
（
25
〜
50

倍
／
10
a
当
た
り
2
0
0
〜
7
0
0

ℓ
／
発
芽
前
ま
で
）
を
散
布
す
る
。

　

た
だ
し
、
芽
が
動
き
出
し
て
か
ら

で
は
薬
害
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
発

芽
前
に
散
布
す
る
。

※

１

※

１

※

2

い

＊
2
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）を
表
示
し
て
い
ま
す
。

＊
1
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
散
布
液
量
／
使
用
時
期
）を
表
示
し
て
い
ま
す
。
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